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読み書きが難しくて勉
強するのはもういいよ

iPadで読み書き
を支える

iPadがあれば私もみん
なと一緒に学習できる
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現状
・漢字は特に熟語がほとんど読
めない。
・勝手読み、飛ばし読みがある。
・読むことに力を使い、ほとん
ど内容理解ができない。

支援するために選んだアプリ



担任と相談して音読の宿題で
デイジーを使うことにした。
保護者に毎日の様子を記録しても
らったところ、自発的に学習するこ
とが増えている。

ボイスオブデイジーはマルチメディアDAISY
に対応したDAISY録音図書プレイヤーです。
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画像



鎌倉見学の学習前に、音声読み上
げ機能を使って鎌倉について聞く
ことで学習できたことで興味を
もって校外学習に参加できた。
本人の読みに対する苦手さも音声
読み上げ機能が助けてくれている。 画像
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現状
・低学年の基本の漢字
も記憶できていない。
・複雑な漢字はお手本
が隣にあれば、書くこ
とができるが枠からは
み出してしまう。
・書き順は全く覚えて
いないが本人はあまり
気にしてはいない。

支援するために選んだアプリ



実際使用している動画

自分で検索して、字形をしっか
り確認することができた。



漢字を選択する力はあるので、筆順漢
字を使いこなしていたが、熟語を調べ
ることは難しいのでこのアプリを使う
ことにした。
調べたい漢字を手書き入力で調べるこ
とができるので、困っていた夏休みの
宿題に利用することができ、本人の意
欲が向上した。

実際使用している画像
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児童アンケートの実施と啓発授業





授業前アンケート項目
質問①学習で困っていることはありますか？
質問②教室に持ち込めるといいなと思う学習を助ける道具はありますか？
質問③学習で困っている人が質問②の道具を使うことをどう思いますか？

授業前アンケート結果を受けて
質問③学習で困っている人が質問②の道具を使うことをどう思い
ますか？の回答で否定的な意見を出した子どもたちに読み書きの
困難さを理解してもらえるように授業を組み立てた。



学級活動（２）
ねらい 学習で困り感のあ
る友達を理解して、みんな
が楽しく学べる教室作りに
参加しようとする。





iPadの教室持ち込みに否定的なアンケート結果だった子どもたちの
授業後アンケートの回答

・○○さんに、そんな悩みがあるとは知りませんでした。
iPadがノート代わりになるといいと思います。
・iPadの使用はそれぞれが苦手なものを克服するために
あってもいいと思う。
・必要があればタブレットなどを使えばよいと思った。

本人のコメント
はずかしかった。けど、これでｉＰａｄを持ち込むことが
できるから良かった。







継続して使用

①テストは音声読み上げ
が可能なテキスト形式に
すると、どの程度理解で
きるかを測定
②OCR機能を使って文字
認識後のテキスト変換



継続して使用

①フリック入力などを試し
（現在は５０音でタップ）
ノート代わりに使用できる
アプリを選定する。
②カメラ機能を使って拡大
することで対応できるもの
はノートに書く（ただし、
本人の書きの意欲によって
はカメラで写すだけになる
場合もある）



①担任もiPadを使うことで大型テレビに画面を映すな
どして、全体を支援する取り組みをする。
②対象児童の他にも支援が必要な子どもはいるので、
その子どもたちにも必要に応じてiPadを使用する。
③対象児童がiPadを持って学校と家庭を行き来するこ
とになるので使用に関するルールを明確にしておく。



①写真を利用して、学校で必要な用具を写真でとって
おくこと。
②リマインダー機能を使って、学習に必要な用具を忘
れないようなアプリを選定すること。
③音声メモなども使用してみることで本人にとって一
番良い方法を一緒に模索していく。


